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高校よせがきノートの店

高校よせがきノート（新橋の居酒屋ノート）を
はじめたのは1987年７月４日、
2022年に3267冊になりました。

できるだけ長く続けたいと思っています。

高校よせがきノート  ホームページ
http://koukou-yosegaki.com

東京都港区新橋1-16-4　りそな銀行地階
０３－３５０８－９２９６
休業日　日曜・祝日・月曜

有明海・玄海の珍しい魚介類を毎日空輸。
九州の産品にこだわって、
数々のメニューでおもてなし、

家庭的雰囲気の中、親子で皆様のお越しを
お待ちしております。

九州郷土料理

〒100-0014
東京都千代田区永田町2-14-3 東急プラザ赤坂3F

電話 03（3592）0393（代）

北京有薫「一心」　
五道口店・北京師範大店・経貿店・建外店も宜しく

http://www.akasakayukun.com
E-mail yu-kun@dmail.plala.or.jp

（昭42年　明善高校卒）店主　髙山喜一郎



　
有
吉
憲
彰
は
、
明
治
二
十
五
年
（
一
八
九
二
）
に
遠
賀
郡

浅
木
村
（
現
遠
賀
町
浅
木
）
で
生
ま
れ
、
浅
木
尋
常
小
学
校

を
卒
業
後
、
中
学
修
猷
館
に
進
学
し
た
。
中
学
卒
業
後
は
、

地
元
遠
賀
の
浅
木
尋
常
小
学
校
の
教
員
と
し
て
、
四
十
三
年

九
月
か
ら
翌
年
三
月
ま
で
教
壇
に
立
っ
た
。
そ
の
後
教
職
を

辞
し
、
ア
メ
リ
カ
の
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
へ
留
学
し
た
。

　
長
期
の
ア
メ
リ
カ
留
学
を
終
え
、
大
正
十
四
年
（
一
九
二

五
）
春
、
福
岡
市
内
の
一
六
旅
館
に
「
東
西
文
化
社
」
と
い

う
事
務
所
を
設
け
、
九
月
よ
り
福
岡
お
よ
び
福
岡
人
の
郷
土

雑
誌
と
し
て
『
福
岡
』
を
発
刊
し
た
。

　

こ
の
雑
誌
発
刊
の
辞
を
憲
彰
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い

る
。

　
「
秀
麗
な
自
然
の
景
勝
の
中
に
、
福
岡
は
西
日
本
唯
一
の
メ

ト
ロ
ポ
リ
ス
ら
し
い
雄
偉
な
巨
軀
を
横
た
え
て
い
ま
す
。・
・
・

中
略
・
・
・
こ
の
秀
麗
な
自
然
を
友
と
す
る
所い

わ

謂ゆ
る

福
岡
人
と
の
、

密
接
不
離
な
合
調
的
結
合
を
缼か

い
で
、
ど
う
し
て
久く

遠お
ん

に
伸

び
、永え

い

劫ご
う

に
栄
ゆ
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
う
！ 

さ
れ
ば
︱『
福
岡
』

︱ 

之
は
、
そ
れ
と
こ
れ
と
の
間
を
結
び
合
わ
す
に
、
些い

さ
さ

か
で

も
犬
馬
の
労
を
取
ろ

う
と
言
う
と
こ
ろ
か

ら
、
飽
く
ま
で
福
岡

及
び
福
岡
人
の
機
関

雑
誌
と
し
て
忠
実
に

始
終
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
」

　

憲
彰
は
こ
の
雑
誌

発
行
期
間
中
に
、
野
口
雨
情
、
徳
富
蘇
峰
、
島
崎
藤
村
、
田

山
花
袋
、
武
者
小
路
実
篤
、
柳
原
白
蓮
、
久
保
よ
り
江
、
中

村
研
一
、
夢
野
久
作
、
頭
山
満
、
黒
田
長
成
、
犬
養
毅
、
浜

口
雄
幸
、
広
田
弘
毅　
安
川
敬
一
郎
、
伊
藤
傳
右
衛
門
、
麻

生
太
吉
等
を
自
ら
訪
ね
歩
き
、
漢
詩
、
絵
画
、
色
紙
、
和
歌
、

メ
ッ
セ
ー
ジ
等
を
拝
受
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
雑
誌
発
行
と
同
時
に
、
福
岡
在
住
の
史
学
・

考
古
学
・
民
俗
学
・
郷
土
史
に
心
の
あ
る
人
を
集
め
研
究
会

を
開
い
た
。さ
ら
に
郷
土
の
貴
重
な
文
献
を
翻ほ

ん
こ
く刻
し
、『
福
岡
』

に
掲
載
し
た
こ
と
に
よ
り
、
一
般
庶
民
が
読
む
こ
と
が
で
き

た
の
は
大
き
な
成
果
と
な
っ
た
。

　
昭
和
五
年
か
ら
六
年
に
か
け
て
は
、
郷
土
史
関
連
の
刊
行

物
を
出
版
し
た
が
、
中
で
も
、
青
柳
種
信
自
筆
の
『
柳
園
古

器
略
考
』
の
復
刻
出
版
は
大
き
な
事
業
で
、
出
版
費
用
の
掛

か
る
コ
ロ
タ
イ
プ
版
と
し
て
出
版
し
た
の
が
好
評
で
あ
っ

た
。

　
太
宰
府
天
満
宮
本
殿
裏
に
あ
る
菅
公
歴
史
館
は
、
大
正
初

期
に
建
て
ら
れ
た
が
、
徳
富
蘇
峰
を
こ
こ
に
招
待
す
る
た
め

に
、
後
に
太
宰
府
町
長
（
現
太
宰
府
市
）
と
な
っ
た
鬼
木
忠

造
と
一
緒
に
、
徳
富
蘇
峰
の
許
へ
足
を
運
ん
だ
こ
と
も
あ
っ

た
。

　
八
年
に
は
、
考
古
学
者
の
森
本
六
爾
、
宗
像
女
学
校
教
諭

の
田
中
幸
夫
と
共
に
、
遠
賀
町
上
別
府
の
「
城
の
越
貝
塚
」

を
発
掘
し
た
と
こ
ろ
多
数
の
土
器
・
貝
殻
・
動
物
骨
を
発
見

し
た
。
こ
こ
か
ら
出
土
し
た
土
器
は
「
城
の
越
式
土
器
」
と

命
名
さ
れ
、
弥
生
時
代
中
期
初
頭
の
土
器
の
指
標
と
な
っ
て

い
る
。
こ
の
森
本
六
爾
は
松
本
清
張
作
品
『
断
碑
』
の
主
人

公
の
モ
デ
ル
と
な
っ
て
お
り
、
清
張
は
若
い
こ
ろ
『
福
岡
』

を
読
ん
で
い
た
と
云
わ
れ
て
い
る
。

　
一
〇
年
に
は
、「
日
本
海
海
戦
会
」
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る

憲
彰
と
中
野
昇
他
有
志
が
、
日
本
海
海
戦
で
指
揮
を
と
っ
た

東
郷
平
八
郎
を
顕
彰
す
る
た
め
に
福
岡
市
東
公
園
に
胸
像
を

建
立
。
憲
彰
は
、
蘇
峰
宛
に
こ
の
胸
像
へ
の
揮
毫
の
お
願
い

の
手
紙
を
出
し
て
お
り
、
そ
の
手
紙
が
徳
富
蘇
峰
記
念
館
に

残
さ
れ
て
い
る
。

　
筑
豊
の
炭
鉱
王
と
言
わ
れ
た
伊
藤
傳
右
衛
門
の
養
子
で
あ

る
秀
三
郎
は
、
憲
彰
に
つ
い
て
こ
う
言
っ
た
。「
私
に
は
子

供
が
沢
山
あ
る
が
、
偉
い
人
間
に
な
っ
て
呉
れ
る
様
に
と
は

ば
か
り
は
思
っ
て
い
な
い
。
各
々
が
自
分
の
好
き
な
一
事
に

熟
注
す
る
よ
う
な
人
間
に
な
っ
て
呉
れ
る
と
い
い
と
思
っ
て

い
る
。
差
当
り
貴
君
の
よ
う
な
郷
土
史
な
ど
に
興
味
を
も
っ

て
、
そ
の
道
に
一
生
を
捧
げ
る
と
い
う
よ
う
な
者
も
出
来
て

く
れ
る
と
い
い
と
思
っ
て
い
る
」。
こ
の
こ
と
は
伊
藤
秀
三

郎
追
悼
集
『
秀
影
』
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
二
十
六
年
四
月
発
行
の
『
文
化
福
岡
』（
福
岡
県
立

図
書
館
報
）
に
、
福
岡
在
住
の
郷
土
史
家
で
あ
る
筑
紫
豊
氏

が
「
私
は
過
去
に
お
い
て
有
吉
氏
の
よ
う
な
懐
か
し
く
慕
わ

し
い
、
郷
土
史
に
深
い
理
解
と
愛
情
と
を
も
っ
た
文
化
人
を

知
ら
な
い
の
で
あ
る
」
と
い
う
随
想
を
寄
せ
て
い
る
。

　
郷
土
雑
誌
『
福
岡
』
は
、
第
六
五
号
を
最
後
に
突
然
の
発

行
中
止
と
な
り
、有
吉
憲
彰
の
最
期
も
不
明
の
ま
ま
で
あ
る
。

　
参
考
資
料�　
雑
誌
『
福
岡
』（
東
西
文
化
社
）

　
　
　
　
　
　

�

雑
誌
『
敍
説
Ⅲ
』
第
５
号
中
の
特
集
「
福
博
タ
ウ

ン
誌
グ
ラ
フ
ィ
テ
ィ
」（
生
住
昌
大
著　
花
書
院
）

　
写
真
提
供　
『
福
岡
県
郷
土
叢
書
』（
文
献
出
版
）

�

執
筆
者　
水
口　
一
志
（
福
岡
県
文
化
財
保
護
指
導
委
員
）
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― 

郷
土
雑
誌『
福
岡
』を
発
行
し
、

�

郷
土
史
研
究
に
貢
献 

―

有あ
り

　
吉よ

し

　
憲け

ん

　
彰し

ょ
う

1 東京と福岡

（
題
字
　
山
本
卓
眞
元
会
長
筆
）



P R O F I L E

1981年	 福岡県生まれ
2007年	 東京藝術大学美術学部日本画専攻卒業
2009年	 �同大学大学院文化財保存学専攻（保存修復日本画）

修士課程修了
2012年	 �同大学院美術研究科同専攻博士後期課程修了
	 博士号取得（文化財）
	 東京藝術大学第６回お仏壇のはせがわ賞特別賞受賞
	 東京藝術大学　大学院美術研究科教育研究助手
	 （〜2015年3月）
2015年	 東京藝術大学　大学院美術研究科非常勤講師
	 （〜2018年3月）
2016年	 �Seed　山種美術館日本画アワード大賞受賞
	 作品『ゆめうつつ』
現　  在	 東京藝術大学専門研究員、大正大学非常勤講師
	 画廊、百貨店を中心に個展、グループ展多数
	 創作活動の傍ら東洋絵画の材料、技法研究を続ける

No.194

何百年も残る作品を
一枚でも描きたい

画家

京都　絵美 氏
Miyako　Emi

画
家
を
目
指
し
た
中
学
、
高
校
生
時
代

　
福
岡
県
の
田
舎
の
町
で
育
っ
た
私
は
、
小

さ
い
こ
ろ
か
ら
絵
を
描
く
こ
と
が
好
き
で
し

た
。父
は
独
学
で
絵
を
学
ん
だ
人
で
す
か
ら
、

そ
う
い
う
影
響
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
中
学
に
入
っ
た
こ
ろ
に
は
、
将
来
は
美

術
関
係
の
大
学
に
進
み
た
い
と
思
う
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
高
校
で
は
英
語
や
歴
史
、
特

に
日
本
史
が
好
き
で
し
た
。
こ
れ
は
将
来
日

本
画
を
選
ぶ
一
因
に
な
り
ま
し
た
。
部
活
で

は
、
美
術
部
に
入
り
油
絵
を
描
い
て
い
ま
し

た
。
地
元
で
は
実
際
に
日
本
画
を
見
る
場
所

も
機
会
も
な
く
、
福
岡
市
美
術
館
に
何
度
か

行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
こ
で
は

印
象
派
の
絵
が
記
憶
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　
日
本
画
を
目
指
し
た
の
は
、
知
ら
な
い
こ

と
を
や
っ
て
み
た
い
と
い
う
好
奇
心
も
多
分

に
作
用
し
た
と
思
い
ま
す
。
東
京
藝
大
を
目

指
す
私
に
対
し
、
父
親
は
、
娘
が
そ
こ
ま
で

や
る
必
要
は
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
意
見
で
し

た
が
、
母
親
は
東
京
で
四
年
間
大
学
生
活
を

過
ご
し
た
体
験
か
ら
、
私
の
背
中
を
押
し
て

く
れ
ま
し
た
。

東
京
藝
術
大
学
を
目
指
し
た
日
々

　
高
校
卒
業
後
、
東
京
藝
術
大
学
を
受
験
す

る
た
め
に
上
京
し
ま
し
た
。
日
本
画
を
受
験

す
る
生
徒
だ
け
で
一
〇
〇
人
ほ
ど
在
籍
す
る

大
手
の
予
備
校
に
通
い
ま
し
た
が
、
最
初
の

実
技
模
試
で
の
成
績
は
最
下
位
グ
ル
ー
プ
で

し
た
。
地
元
で
は
絵
が
上
手
だ
と
言
わ
れ
て

い
て
、
何
年
も
画
塾
に
通
っ
て
い
た
の
に
、

鉛
筆
の
持
ち
方
か
ら
指
導
さ
れ
、
基
礎
か
ら

や
り
直
し
の
よ
う
な
苦
し
い
日
々
で
し
た
。

地
元
の
先
生
た
ち
は
私
大
の
デ
ザ
イ
ン
専
攻

や
油
画
専
攻
の
出
身
で
、
藝
大
の
日
本
画
専

攻
の
受
験
対
策
は
で
き
て
い
な
か
っ
た
の
で

す
。
東
京
と
地
元
と
の
美
術
を
学
ぶ
環
境
の

格
差
を
感
じ
た
経
験
で
し
た
。
東
京
藝
大
日

本
画
専
攻
は
定
員
二
十
五
名
で
、
当
時
倍
率

は
三
十
倍
ほ
ど
で
し
た
。
結
局
三
年
間
の
浪

人
生
活
の
末
、
よ
う
や
く
合
格
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

日
本
画
と
は

　
日
本
画
に
つ
い
て
、
馴
染
み
の
な
い
方
も

お
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
の
で
簡
単
に
説

明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。「
日
本
画
」
は
、

明
治
期
以
降
の
「
西
洋
画
」
に
対
置
す
る
概

念
で
、
基
本
的
に
は
近
代
以
前
の
絵
画
と
は

区
別
さ
れ
ま
す
。
東
京
藝
大
の
前
身
で
あ
る

東
京
美
術
学
校
の
初
代
校
長
と
な
っ
た
岡
倉

天
心
や
、
東
洋
美
術
研
究
家
で
ボ
ス
ト
ン
美

術
館
東
洋
部
の
主
管
と
な
っ
た
ア
ー
ネ
ス

ト
・
フ
ェ
ノ
ロ
サ
が
振
興
し
た
新
し
い
「
日

本
画
」
は
、
伝
統
的
な
技
法
や
様
式
を
た
だ

踏
襲
し
た
も
の
で
は
な
く
、
新
た
な
民
族
的

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
創
出
を
目
指
し
た

も
の
で
し
た
。
結
果
的
に
日
本
画
は
西
洋
的

な
造
形
思
想
や
絵
画
観
を
取
り
入
れ
な
が
ら

展
開
し
、
ま
た
、
絵
画
材
料
も
時
代
と
と
も

に
変
化
し
た
り
、
新
た
に
開
発
さ
れ
た
り
し

て
い
ま
す
。

日
本
画
制
作
に
必
要
な
画
材

　
日
本
画
は
伝
統
的
に
は
和
紙
や
絹
に
描
か

れ
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
板
材
や
土
壁
に
も

描
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
古
く
か
ら
使
わ
れ

『余情』　絹
けんぽんちゃくしょく

本 著 色 2021年

2令和５年３月１日



て
い
る
絵
具
に
は
、
鉱
物
を
砕
い
た
群
青
、

緑
青
、
辰し

ん
し
ゃ砂
な
ど
の
岩
絵
具
、
貝
殻
か
ら
作

ら
れ
る
胡ご

ふ
ん粉
や
土
を
精
製
し
た
黄
土
や
朱
土

な
ど
の
ほ
か
、
人
工
的
に
作
ら
れ
る
水
銀
朱

や
鉛え

ん
た
ん丹
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
金
・
銀
の
箔
や

泥で
い

、虫
か
ら
と
れ
る
コ
チ
ニ
ー
ル
や
ラ
ッ
ク
、

植
物
性
の
藍
、
藤と

う
お
う黄
な
ど
の
染
料
も
使
い
ま

す
。
こ
れ
ら
を
膠に

か
わ

で
画
面
に
接
着
さ
せ
ま

す
。
膠
は
ゼ
ラ
チ
ン
の
よ
う
な
も
の
で
、
主

に
牛
皮
、
鹿
皮
が
原
料
で
す
。

　
伝
統
的
な
絵
具
の
色
数
は
限
ら
れ
て
い
る

た
め
、
明
治
時
代
に
な
っ
て
、
新
し
い
材
料

を
取
り
入
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
な
か

で
も
、
人
工
的
に
色
ガ
ラ
ス
を
作
っ
て
粉
に

し
た
「
新
岩
絵
具
」
が
明
治
時
代
の
終
わ
り

頃
に
開
発
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
で
は
、
新
岩

絵
具
が
日
本
画
制
作
の
中
心
的
な
材
料
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
画
材
は
容
易
に

使
い
こ
な
せ
る
物
で
は
な
く
、
技
法
を
習
得

す
る
に
は
多
く
の
時
間
と
根
気
が
必
要
で

す
。

思
い
悩
ん
だ
学
生
時
代

　
学
部
の
日
本
画
専
攻
で
は
、
テ
ー
マ
だ
け

与
え
ら
れ
て
制
作
し
、
仕
上
げ
た
作
品
の
講

評
会
の
時
の
み
先
生
に
ご
指
導
を
受
け
る
よ

う
な
、
個
々
の
学
生
の
自
由
に
任
せ
た
授
業

で
、
個
別
の
指
導
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
当
時
は
平
面
絵
画
の
表
現
は
や
り

尽
く
さ
れ
て
い
て
、
特
に
日
本
画
は
古
い
と

い
っ
た
空
気
も
あ
り
、
自
分
が
何
を
や
っ
た

ら
い
い
の
か
わ
か
ら
な
く
て
迷
っ
て
ば
か
り

で
し
た
。た
だ
こ
の
頃
古
美
術
研
究
旅
行
で
、

京
都
や
奈
良
に
初
め
て
行
っ
た
の
は
本
当
に

い
い
経
験
で
し
た
。
古
社
寺
の
宝
物
を
拝
観

し
、
そ
れ
ら
を
育
ん
だ
歴
史
、
風
土
に
接
し

た
こ
と
は
私
に
と
っ
て
大
き
な
財
産
に
な
り

ま
し
た
。

大
学
院
で
保
存
修
復
日
本
画
を
学
ぶ

　
学
部
卒
業
後
は
文
化
財
保
存
学
専
攻
の
修

士
課
程
に
進
み
、
田
渕
俊
夫
先
生
、
宮み

や

廻さ
こ

正

明
先
生
に
師
事
し
、
古
典
模
写
や
修
理
・
装そ

う

潢こ
う

実
習
を
通
し
て
伝
統
的
な
日
本
絵
画
の
材

料
、
技
法
や
、
保
存
修
復
に
つ
い
て
学
び
ま

し
た
。
大
学
で
本
来
勉
強
し
た
か
っ
た
こ
と

で
あ
り
、
元
々
興
味
が
あ
っ
た
歴
史
学
分
野

と
も
繋
が
る
内
容
だ
っ
た
の
で
、
研
究
が
と

て
も
楽
し
く
、博
士
課
程
ま
で
進
み
ま
し
た
。

　
そ
れ
ま
で
は
厚
い
和
紙
を
使
っ
て
い
た
の

で
す
が
、
こ
の
頃
か
ら
絹
に
描
く
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
画
材
で
あ
る
絵
絹
は
、
着
物
と

は
織
り
方
が
違
い
ま
す
。
日
本
で
は
岐
阜
県

に
メ
ー
カ
ー
が
数
社
残
っ
て
い
ま
す
が
、
絹

糸
は
ブ
ラ
ジ
ル
製
に
な
っ
て
い
て
、
絹
を
織

る
た
め
の
機は

た

は
す
で
に
製
造
を
終
了
し
て
い

ま
す
。
何
十
年
も
前
に
作
ら
れ
た
古
い
織
機

を
修
理
し
な
が
ら
細
々
と
続
け
て
い
る
の
が

現
状
で
す
。
材
料
が
な
け
れ
ば
作
品
を
作
り

続
け
て
い
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
文
化
財

の
修
復
に
つ
い
て
も
同
じ
で
す
。
東
洋
絵
画

は
百
年
に
一
度
は
修
理
を
行
う
必
要
が
あ
る

と
言
わ
れ
ま
す
が
、
良
い
材
料
や
道
具
が
な

く
な
れ
ば
、
文
化
財
を
維
持
し
て
い
く
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
私
自
身
、
材
料
を
作
る
業

者
さ
ん
、
職
人
さ
ん
た
ち
に
支
え
ら
れ
て
い

ま
す
し
、
こ
ち
ら
も
良
い
材
料
を
使
い
続
け

て
い
く
こ
と
で
、
材
料
や
技
術
の
継
承
に
貢

献
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

山
種
美
術
館
日
本
画
ア
ワ
ー
ド
大
賞
受
賞

　
一
九
六
六
年
に
日
本
画
専
門
の
美
術
館
と

し
て
開
館
し
た
山
種
美
術
館
が
、
日
本
画
の

新
た
な
創
造
に
努
め
る
優
れ
た
画
家
の
発
掘

と
育
成
を
目
指
し
て
二
〇
一
六
年
に
初
め
て

開
催
し
た
「Seed 
山
種
美
術
館 

日
本
画
ア

ワ
ー
ド
」
で
、
大
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
受

賞
作
品
『
ゆ
め
う
つ
つ
』
で
描
い
た
、
横
た

わ
る
女
性
に
重
ね
た
夜
空
の
イ
メ
ー
ジ
は
、

郷
里
で
見
て
い
た
満
天
の
星
空
の
、
現
実
の

生
活
を
忘
れ
る
ほ
ど
に
美
し
く
、
同
時
に
、

飲
み
込
ま
れ
て
し
ま
い
そ
う
で
ど
こ
か
恐
ろ

し
さ
も
感
じ
た
記
憶
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。

審
査
員
の
方
々
か
ら
は
「
仏
画
研
究
の
成
果

が
生
か
さ
れ
て
い
る
」、「
女
性
像
が
古
典
的

な
描
法
に
よ
っ
て
精
緻
に
描
か
れ
て
い
る
」

と
い
う
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

県
人
会
の
皆
様
へ

　
「Seed 

山
種
美
術
館 

日
本
画
ア
ワ
ー

ド
」
で
の
受
賞
を
き
っ
か
け
に
多
く
の
個
展

や
グ
ル
ー
プ
展
の
機
会
を
い
た
だ
く
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
今
後
は
、
今
年
六
月
か
ら
京

阪
百
貨
店
守
口
店
、
十
月
に
京
都
祇
園
の
画

廊
「
大
雅
堂
」
で
、
ま
た
来
年
春
に
は
京
都

の
仁
和
寺
で
個
展
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　

絵
絹
の
繊
細
な
美
し
さ
を
活
か
し
つ
つ
、

強
さ
、
深
み
の
あ
る
作
品
を
描
く
こ
と
が
理

想
で
す
。
そ
し
て
長
く
描
き
続
け
、何
十
年
、

何
百
年
と
残
る
作
品
を
一
枚
で
も
描
く
こ
と

が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
県
人
会
の

皆
様
に
は
今
後
個
展
や
展
覧
会
の
会
場
で
お

会
い
で
き
れ
ば
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
今
後
と

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

『凛』　絹本著色 2017年

『烏骨鶏』　絹本著色 2022年

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

牛
島　
康
明

（
編
集
委
員
長
）

京都　絵美 氏
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福
岡
と
東
京
で
紡
ぐ
ご
縁

　
今
回
、こ
の
執
筆
の
お
話
を
い
た
だ
き
、

自
分
の
人
生
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

　
高
校
ま
で
過
ご
し
た
久
留
米
。
人
前
で

歌
う
の
が
苦
手
だ
っ
た
私
は
、
小
三
で
久

留
米
児
童
合
唱
団
に
入
れ
ら
れ
、
度
胸
が

つ
い
た
の
か
楽
し
さ
を
感
じ
る
よ
う
に
。

中
学
生
で
初
め
て
劇
団
四
季
の
『
オ
ペ
ラ

座
の
怪
人
』
を
観
劇
。
そ
の
時
「
私
は
あ

の
舞
台
に
立
つ
ん
だ
！
」
と
思
い
込
ん
で

し
ま
っ
た
の
が
事
の
始
ま
り
。
高
校
で
進

路
を
決
め
る
時
に
「
東
京
の
音
大
に
行
き

た
い
」そ
う
話
し
た
ら
親
は
猛
反
対
。「
お

父
さ
ん
を
説
得
し
な
さ
い
」
と
言
わ
れ
、

涙
な
が
ら
に
頼
み
込
ん
だ
高
三
の
夏
。
反

対
は
続
き
、
音
大
の
願
書
を
机
の
下
に
隠

し
な
が
ら
福
岡
の
大
学
を
受
け
る
準
備
も

し
て
い
た
高
三
の
冬
。「
本
当
に
後
悔
し

な
い
か
」
と
自
問
自
答
し
、
半
ば
強
引
に

受
験
、
上
京
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

劇
団
四
季
に
入
る
た
め
に
入
学
し
た

フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
。
音
大
受
験
の
準

備
期
間
は
短
く
、
実
力
は
な
か
っ
た
け
れ

ど
、
誰
よ
り
も
意
欲
は
強
く
、
先
生
方
も

お
力
を
貸
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
久
留
米
に
帰
省
し
た
際
に
友
達
と
遊
ん

だ
帰
り
、
駅
ま
で
迎
え
に
来
て
く
れ
た
父

が
「
絵
梨
香
も
友
達
と
同
じ
よ
う
に
福
岡

の
大
学
に
行
け
ば
よ
か
っ
た
の
に
…
」
と

い
っ
た
言
葉
が
今
で
も
胸
に
。
親
に
は
最

終
的
に
私
の
意
志
を
尊
重
し
て
も
ら
っ
た

事
、
感
謝
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
オ
ー

デ
ィ
シ
ョ
ン
の
た
め
に
友
人
は
、
バ
レ
エ

の
シ
ュ
ー
ズ
や
レ
オ
タ
ー
ド
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
て
く
れ
、
先
生
方
は
歌
や
写
真
な
ど

に
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
く
だ
さ
り
、
み
ん

な
が
後
押
し
し
て
く
れ
た
事
、
忘
れ
ま
せ

ん
。

　
念
願
の
劇
団
四
季
入
団
、
退
団
、
他
団

体
へ
の
出
演
等
い
ろ
ん
な
苦
楽
を
経
験

し
、
東
京
で
過
ご
し
た
歳
月
は
人
生
の
半

分
に
。
郷
里
の
ご
縁
が
繋
が
る
時
は
嬉
し

さ
を
感
じ
、
先
日
は
久
留
米
の
ラ
ジ
オ
に

も
出
演
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
銀
座

で
開
催
し
たBirthday Live

に
は
、
福

岡
か
ら
来
て
い
た
だ
い
た
り
、
ラ
イ
ブ
配

信
を
見
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
か
ら
の
応
援

が
励
み
に
な
り
ま
し
た
。

　
い
く
つ
に
な
っ
て
も
未
熟
者
の
感
が
拭

え
ま
せ
ん
が
、
私
の
礎
は
福
岡
に
あ
り
。

福
岡
で
コ
ン
サ
ー
ト
を
す
る
の
が
夢
で

す
。

中
なか

川
がわ

 絵
え り か

梨香
（久留米市）

野
球
に
育
て
ら
れ
て・・

　

田
川
市
出
身
の
藤
原
誠
二
と
申
し
ま

す
。
田
川
市
と
い
え
ば
以
前
は
『
青
春
の

門
』
で
話
が
弾
ん
だ
の
で
す
が
、
最
近
は

「
知
ら
な
い
」
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
多
く

な
り
ま
し
た
。

　
香
春
岳
を
見
て
育
ち
、
田
川
中
学
入
学

時
よ
り
野
球
を
始
め
ま
し
た
。
高
校
は
門

司
工
業
高
校
（
現
豊
国
学
園
高
校
）
で
、

二
年
の
秋
季
九
州
大
会
で
優
勝
し
、
春
の

選
抜
大
会
出
場
を
決
め
た
の
で
す
が
、
開

会
式
当
日
の
朝
、辞
退
す
る
こ
と
に
な
り
、

試
合
を
す
る
こ
と
な
く
福
岡
に
戻
り
ま
し

た
。
甲
子
園
練
習
や
開
会
式
の
練
習
で
甲

子
園
の
土
は
踏
み
ま
し
た
が
、
か
な
り
苦

い
思
い
出
で
す
。

　
縁
が
あ
っ
て
東
京
の
国
士
舘
大
学
（
東

都
大
学
野
球
連
盟)

に
入
学
。
四
年
の
時

秋
季
リ
ー
グ
戦
で
優
勝
し
神
宮
大
会
に
出

場
。当
時
の
仲
間
と
は
他
大
学
も
含
め
て
、

今
も
付
き
合
い
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
就
職
は
電
電
東
京
、
二
年
目
に
都
市
対

抗
野
球
大
会
優
勝
。

　
現
役
引
退
後
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
京
の
監
督
を

経
験
し
、現
在
は
日
本
野
球
連
盟
な
ど
で
、

役
員
と
し
て
ア
マ
チ
ュ
ア
野
球
の
サ
ポ
ー

ト
を
し
て
い
ま
す
。

　
田
川
市
に
は
毎
年
数
回
、
墓
参
り
な
ど

で
帰
省
し
て
い
ま
す
。
両
親
は
他
界
し
て

実
家
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
帰
省
の
楽
し
み

は
中
学
、
高
校
時
代
の
仲
間
と
一
杯
や
る

こ
と
で
す
。
毎
回
同
じ
よ
う
な
話
に
な
る

の
で
す
が
、そ
の
都
度
新
鮮
に
笑
っ
た
り
、

意
見
し
た
り
・
・
こ
う
い
う
仲
間
が
い
て

く
れ
た
か
ら
頑
張
っ
て
こ
ら
れ
た
・
・
大

切
な
友
人
た
ち
で
す
。

　
野
球
を
通
じ
て
、
福
岡
で
も
東
京
で
も

本
当
に
素
晴
ら
し
い
仲
間
に
出
会
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
現
在
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ア
ー
バ
ン
バ
リ
ュ
ー
サ

ポ
ー
ト
㈱
に
勤
務
し
て
い
ま
す
。
電
電
東

京
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
京
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
と
四

十
三
年
間
勤
め
、
硬
式
野
球
部
に
は
十
八

年
間
所
属
。
退
部
後
は
主
に
営
業
職
に
就

き
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
六
十
五
歳
を
迎
え
、
春
か
ら
は
新
た
な

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
再
ス
タ
ー
ト
を
切
る
予
定

で
す
。
楽
し
み
で
も
あ
り
不
安
で
も
あ
り

ま
す
が
、
お
お
ら
か
に
且
つ
力
強
く
、
ま

だ
ま
だ
頑
張
る
つ
も
り
で
す
。

　
福
岡
県
人
会
で
は
新
参
者
で
す
が
、
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

藤
ふじ

原
わら

 誠
せい

二
じ

（田川市）

4令和５年３月１日
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郷土のうごき

総 　 合

県 政 だ よ り

「あまおう」は本格販売開始から20周年！
　～今田美桜さんが「博多あまおう大使」に就任～�
　今年度、福岡県が誇るブランドいちご「あまおう」
が本格販売開始から20年を迎えた。
　20周年を記念して、福岡県出身タレントの今田美
桜さんが「博多あまおう大使」に就任し、先日東京
で開催された「博多あまおう20周年プレスイベント」
では、「全国で愛されている『あまおう』をさらに
盛り上げるため頑張ります。」とコメントした。
　豪華賞品が当たる販売キャンペーンを始め、テ
レビCMやSNSによる「あまおめダンス」動画の配
信を通して、「あまおう」の魅力をさらに多くの方
に知ってもらうようプロモーション活動を実施中。
20周年の「あまおう」を是非味わっていただきたい。
　20年の感謝を込めて、「博多あまおうは20周年、
『あまおめ』なのだっ！」

≪問い合わせ先≫
　福岡県園芸振興課　TEL：092-643-3488

　以下９ページまでの記事は西日本新聞社のご厚意により
許可を得て転載しています。２月８日までの記事から抜粋。

美容技術大会、福岡市の前野さん全国Ｖ
　　　　　　　　　　　中振袖着付部門�
　全国の美容師がヘアカットやセット、着付けの技
術を競う全日本美容技術選手権大会（美容連合会主
催）の中振袖着付競技で優勝した前野直子さん（50）
＝福岡市南区＝らが１月30日、県庁を訪れ、服部
誠太郎知事に結果を報告した。
　大会は1962年に始まり、昨年11月の大会で50回
目。競技は着付け、カット＆ブローなど各部門に分
かれて行われた。県勢では前野さんのほか、フリー
スタイルカットで前田喜彦さん（34）＝宇美町＝
が準優勝、中振袖着付で荒木千文さん（56）＝大
牟田市＝が金賞２位、カット＆ブローで堺和晶さん
（46）＝春日市＝が入賞した。
　４人は着付けたり、カットしたりしたモデルの写
真を披露。前野さんは「コツコツ努力を積み重ね

た。優勝してうれしい」と述べた。知事は「県にお
ける美容技術の高さを全国にアピールできた」とね
ぎらった。

福岡の食材を香港に売り込め
　県がメディアやインフルエンサー招きフェア�
　新型コロナウイルスの水際対策が大幅に緩和され
た香港で、インバウンド（訪日旅客）の回復や福岡
県産品の輸出拡大に向けた「福岡フェア」が開かれ
た。県輸出促進課が企画。農林水産物の最大の輸出
先である香港の日本料理店で、県産食材を使った料
理を提供しているほか、地元メディアやインフルエ
ンサーを招待した試食会も開いた。
　福岡フェアは１月中旬から２月末まで、香港にあ
る日本料理店「なだ万」の２店舗で開催。「はかた
地どり」やイチゴ「あまおう」、タケノコ、八女茶、
筑前町特産の黒大豆「筑前クロダマル」、高級魚の
クエなど県産食材を使ったランチやディナーのコー
ス料理、弁当を提供。
　県輸出促進課は「フェアを通じて福岡県の素晴らし
さを香港の人々にもっと知ってもらいたい。今後も県
産品の輸出拡大に取り組んでいく」と話している。

病気の子一時預かり無償化　福岡県、若い世代の
　　　　　子育て後押し　2023年度事業費2億円�
　急な発熱や体調不良の子どもを一時的に預かる病
児保育について、福岡県は2023年度から、利用料
を無償化する方針を固めた。共働き世帯の増加で利
用ニーズは高まっており、県独自に全額を支援する
ことで、若い世代の出産・子育てを後押しする狙い。
県によると、都道府県レベルでの無償化は全国５例
目で、九州では初めて。
　病児保育は、インフルエンザ感染などの病気になっ
た子どもたちを、普段通う保育所の代わりに預かる
仕組み。仕事を休むのが難しい保護者にとってのセー
フティーネットで、岸田文雄首相が唱える「異次元
の少子化対策」でも支援の拡充が検討されている。
　児童福祉法で病児保育の実施は市町村の努力義務
とされ、市町村が病院などに事業委託しているほか、
企業主導型保育施設の一部が取り組んでいる。県内
の病児保育施設は22年４月時点で約200あり、市町
村委託施設だけで年間延べ約５万人が利用している。
　県は４月以降、福岡、北九州の両政令市を含む県
内全域で無償化を実施する方針。民間施設を含めた
年間利用者数を延べ約10万人と見込み、利用料全
額を補助する。事業費は約2億円で、23年度新設予
定の「出産・子育て安心基金」（120億円規模）か
ら充てる。

5 東京と福岡
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「大会開催に感謝」
　　ゆくはしハーフマラソン３年ぶり�
　行橋市で１月29日に開かれた「ゆくはしシーサイ
ドハーフマラソン2023」は、京築地区では冬場最
大のイベント。新型コロナの影響で21、22年は中
止だっただけに、開催を心待ちにしていた市民ラン
ナーらが集結した。自己ベストに挑んだり、奇抜な
衣装で登場したり、それぞれのスタイルを楽しんだ。
　ハーフマラソン男子１位の友森敬一郎さん（31）
＝山口県防府市＝は、フルマラソン大会で優勝経験
もある会社員ランナー。今大会は初出場した前回が
２位だったため、優勝を目標に掲げ、３年待ってつ
いに実現させた。「（中止が相次いだ）大会が次々に
戻ってきて、すごくうれしい」と友森さん。毎週の
ように各地の大会に出場しているという。
　女子１位の俵千香さん（39）＝小倉北区＝も、
各地の大会で優勝の常連だ。今大会には２位だった
前回に続く３回目の出場だった。「大会を開催して
いただき、感謝でいっぱい」と話し、優勝を喜んだ。
　今大会はハーフマラソンに1825人、５キロ（高校、
大学、一般）に219人、2・5キロ（小中学生）に320
人が出走。沿道からは力走するランナーに多くの声
援が送られた。

新練習船「かざはや」進水�
　船員養成機関の独立行政法人海技教育機構（横浜
市）は２月１日、新造した練習船「かざはや」（56
トン）の進水式を北九州市の造船所で開いた。物資の
積み降ろしができるクレーンを搭載。船員の訓練だ
けではなく、災害時の物資輸送や被災者の避難にも
活用する。３月20日に就航予定。
　海技教育機構によるとかざはやは全長約20メートル、全
幅６メートルで、定員は50人。所管する国立清水海上技
術短期大学校（静岡市）が約28年間にわたって使っ
てきた校内練習船が老朽化したため新造した。
　進水式には地元の小学生約80人のほか、国土交
通省や短期大学校の関係者らが出席。正午ごろ、船
につながれたロープが切断されると、船体は岸を
ゆっくりと滑り出し、海に入った。見守った関係者
からは大きな拍手が起こった。
　海技教育機構の田島哲明理事長は「かざはやは船
員教育の一環として、座学（で得た知識）をすぐ実
践するための船だ」と期待を込めた。

94歳の陶芸家宮崎さんの「エイコ窯」
　　　　　２月４日から1500点展示販売�
　94歳の陶芸家、宮崎エイ子さんの作品約1500点

を展示販売する「エイコ窯」が２月４日、北九州市
八幡西区東川頭町の自宅にオープンした。宮崎さん
は昨年夏から高齢者福祉施設に移っており、長女で
フラダンス講師の小西潤子さん（71）＝同区＝が「母
の作品を多くの人に見てもらいたい」と準備を進�
めた。
　宮崎さんが陶芸を始めたのは40代半ば。秀高窯
（岡垣町）などに師事し、色や濃淡が異なる土を組
み合わせた「練り込み」の作品で県美術展や西日本
陶芸美術展での入選を重ねた。夫を亡くし、自身が
77歳の時に脳腫瘍で倒れた後も、ろくろと電気窯
を備えた自宅で1人暮らしを続けながら作陶に励ん
だという。
　宮崎さんが施設に移った後、結婚して離れて暮ら
す小西さんは事実上の空き家となった実家を整理。
戸棚などに残された皿や食器、つぼなどを手に取り、
早朝から土をこねていた母の姿を思い浮かべた。
　手間がかかる「練り込み」の器は市販の陶器には
ない手作りの温かさがある。「欲しいという人も多
いのでは」という友人のアドバイスもあり、作品を
展示販売することに。1カ月かけてほこりを払い、
「エイコ窯」と名付けた部屋の棚に母の写真ととも
に並べた。
　「私もいつまで実家を管理できるか分からない。
誰かの手で作品が大事に使ってもらえれば母も喜ぶ
と思います」と小西さん。

“ロボット”と読書の楽しみ
　町図書館が閉館中、みやこ町に自腹で開設�
　町立図書館の再編が進むみやこ町で、平成筑豊鉄
道犀川駅前の商店街空き地に、ロボットの形をした
“ミニ図書館”が誕生した。木製ロボットの腹部に扉
付きの本箱があり、絵本など子ども向けの約100冊
が入っている。扉に鍵はなく、いつでも、誰でも、
自由に借りて読んだら返す緩いシステム。家庭で読
み聞かせをする親や子どもたちに喜ばれている。
　近くに住む元苅田町職員の山崎周作さん（72）
が昨年末、所有する空き地に開設した。1990年の
苅田町立図書館、2001年の旧豊津町立図書館（現
みやこ町中央図書館）開館などに尽力し、豊津では
副館長も務めた専門家だ。近年、子どもが本に親し
む環境の減退を案じてきた。
　みやこ町は財政難による公共施設再配置計画に伴
い、合併前の旧３町地区にある町立図書館３館を４
月に１館に統合する予定。犀川と勝山の図書館はス
ペースや蔵書を大幅縮小し、町図書館（現中央図書
館）の分室にする。現在は準備のため３館とも長期
休館中だ。
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福岡市の新屋台、13人決まる　長浜地区に７人
　福岡市屋台選定委員会は２月１日、市中心部の５
地区13枠で公募していた新たな屋台経営者13人を
選定した。今回は倍率が過去最高の５倍となり、初
めて全ての募集枠が埋まった。かつて屋台が並んだ
長浜地区では新たに７人が合格し、一帯のにぎわい
に期待がかかる。
　公募していたのは昭和通（２枠）、清流公園（１
枠）、天神中央（２枠）、渡辺通（１枠）、長浜（７
枠）の各地区で、65人が応募。これまで手が挙が
りにくかった長浜地区では、隣り合う場所を確保で
き、加点対象にもなるグループでの提案も呼びかけ
ていた。
　市は２月10日までに応募者に結果を通知し、新
規屋台は６～７月に営業を開始する。市内の屋台軒
数は近年、100軒前後で推移。現在は96軒で、今
夏には最大109軒に増える見通し。

青銅武器作る「鋳型」発見
　　　福岡市博多区の高畑遺跡�
　福岡市は２月２日、同市博多区の高畑遺跡で、弥
生時代後期前半（紀元１～２世紀ごろ）の青銅武器
「広

ひろ

形
がた

銅
どう

戈
か

」の鋳型の両面が発見されたと発表した。
表面と裏面を合わせて間に溶かした青銅を流し込ん
で使われたとみられ、対で見つかるのは全国初。市
担当者は「両面が見つかったことで、青銅武器の生
産方法を解明する手がかりになるのでは」としてい
る。
　鋳型は長さ約44センチ、幅約21センチで、両面を合わせ
た厚さは約15センチ。重さはそれぞれ約14キロと約19キロ
だった。材質は「石英長石斑岩」という石で、熱に
強く加工しやすいのが特徴という。昨年５月に地表
から約1・5メートルの土器の廃棄場所で同時に発見され、
溶かした青銅を入れる器も出土。銅戈は見つかって
いない。
　鋳型を3Dスキャナーで分析したところ、型に少
しずれがあったが、両面を合わせる目印とみられる
線が一致したという。
　広形銅戈の鋳型はこれまで、春日市など県内６カ
所と佐賀県鳥栖市の計７カ所で発見されているが、
片面のみだったり欠けていたりしていた。今回の鋳
型は状態も良いという。福岡市は３～５月に同区の
市埋蔵文化財センターで一般公開する予定。
　銅戈は刃を木の柄に付ける武器で、弥生時代中期
初めに朝鮮半島から北部九州に伝わった。広形銅戈
は次第に大型化し、祭りの道具として使われたと考
えられている。

「低い山でも準備を」大野城市の
　黒金山で救助訓練　警察と消防が手順確認�
　福岡県警春日署と春日・大野城・那珂川消防組合
消防本部は１月31日、大野城市の黒金山（約400メートル）
で山岳救助の訓練をした。約40人が参加し、救助
や搬送の手順を確認した。
　山頂付近で男性２人が遭難し、うち１人が足をけ
がして自力で下山できないという想定で実施。県警
のヘリコプターなどで遭難場所を特定し、署の山岳
捜索チーム員らが担架で負傷者役を搬送した。
　県警によると、2022年に県内であった山岳遭難
事件は、前年比８件増の54件。春日署管内では昨
年９月、黒金山で女性１人が道に迷って下山できな
くなる事案が発生した。大津良祐署長は「アウトド
アブームで登山に興味を持つ人が増えているが、低
い山でもルートを外れると遭難してしまう。しっか
り準備した上で登ってほしい」と話した。

古賀市が「１日市長」を初募集
　　　小学４～５年、記者会見など体験�
　市長の公務を知ることで、小学生たちに街の未来
や市政に関心を持ってもらおうと、古賀市が「１日
市長」体験の参加者を募集している。初めての試み。
市長室で決裁をしたり、記者会見を開いたりする。
　３月28日午前９時半から２時間半、市役所と議
場で市長の仕事を学ぶ。田辺一城市長と懇談後、市
長室で職員の説明を受けながら模擬の決裁を体験。
議場での議案説明や市民との交流、記者会見にも挑
戦する。
　市経営戦略課は「自分たちの街は自分たちでつく
るという意識を持つきっかけになれば」と期待する。
　参加無料。対象は市内の小学４～５年生。定員は８
人程度（応募多数の場合は抽選）。２月28日までに市
の公式ラインで申し込む。同課＝092（942）1113。

最高賞に茂永さん、江﨑さん
　　福岡市で九州ピアノコンクール
　　　　　　　　93人が練習の成果披露�
　第33回九州ピアノコンクール（西日本ピアノ指
導者連盟主催、西日本新聞社後援）の決勝大会が２
月５日、福岡市中央区で開かれ、九州内の予選を勝
ち上がった幼児から一般までの93人が、練習の成
果を披露した。最高賞の「西日本新聞社賞」に「自
由曲の部」で高校２年の茂永紗

さ ら

來さん（糸島市）が、
「課題曲の部」で小学４年の江﨑彩乃さん（八女市）
が選ばれた。
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宮若の四季を金属壁画に
　　　　　　鉄工芸家が市に寄贈�
　宮若市の鉄工芸家石橋鉄心さん（78）が、新作
の金属壁画「宮若の四季」を市に寄贈した。犬鳴川
に飛び交うホタルや、冠雪した六ケ岳など宮若の春
夏秋冬の風景を、１枚のステンレス板に鉄板や鉄く
ぎなどを使って表現した。市は市役所１階多目的
ホールに展示した。
　石橋さんは直方市植木出身。昭和の終わりに宮若
市龍徳に移り、「鉄の美術館」を主宰している。
　作品は縦66・5センチ、横106・5センチで、重さ15キロ。市
の木・桜や市の花・ヒガンバナもあしらい、昨年
10月から約１カ月かけて仕上げた。桜の花の中に
はハートマークを描き、犬鳴川沿いに並ぶヒガンバ
ナは人が手をつなぎ合っているようにも見える。「平
穏で人と人が手を取り合って市をもり立て、幸せに
暮らせるまちであってほしい、との願いを込めた」
と石橋さん。
　１月20日に市役所で寄贈式があり、ホールに展
示された作品の前で、石橋さんが塩川秀敏市長に目
録を手渡した。「第二のふるさと」という市に作品
を贈ることができ、「大変光栄。ますます創作意欲
が湧く」と感謝した。

途絶えた豆まき復活見据え「節分祭」
　　　　　　　　飯塚市の曩祖八幡宮�
　飯塚市宮町の曩

のう

祖
そ

八幡宮で節分祭があり、40年
前に途絶えた豆まきの復活を見据えて、参拝者らに
豆を小袋に入れた「招福豆」と紅白餅が配られた。
　八幡宮の清掃などに取り組む「壇の上会」による
と、同宮では節分に合わせて参拝客らによる豆まき
が境内で行われてきたが、1983年を最後に途絶え
ていたという。
　今回は、地域の習わしを取り戻そうと、まずは会
が豆を配った。会の竹下茂木さんは「来年は祭りの
規模をもっと大きくし、子どもが鬼に豆をまけるよ
うなイベントも用意したい」と完全復活に意欲をみ
せた。
　祭りは近くの観音寺と合同で開催。２月３日に神
事や寺での護摩たき、４日に豆を配った。同日は、
嘉麻市上山田の射手引神社を拠点に活動する創作神
楽グループ「弥

いやさか

栄神楽座」が神楽を奉納。約100人
が見守る中、地元の小中学生ら13人がオリジナル
の舞や曲を披露した。メンバーの上山田小４年生、
金崎遼

はる

颯
か

さん（９）は「動きを合わせるのが難しかっ
たけど、上手に踊れてよかった」と息を弾ませて�
いた。

鞍手町役場の新庁舎が起工
　　　　25年１月に利用開始�
　鞍手町役場新庁舎の起工式が２月１日、現地で
あった。「町民が集う」ことを目指し、遊具を置く
子ども広場などを備えた複合施設となる。「環境と
の共生」も掲げて太陽光発電システムなどを導入し、
2025年１月に開庁する見通し。
　新庁舎は鉄筋コンクリート３階建てで、延べ床面積
5654平方メートル。１階には市民窓口のほか、多目的ホール
も設けてイベントなどに開放する。２階には子ども広
場とデッキでつながるテラス、飲食売店や執務室、３
階には議場や災害対策室（大会議室）などを置く計画だ。
　屋上にパネルを置く太陽光発電システムは１日最
大出力160キロワット。雨水はトイレに、地中熱は空調に利
用し、「省エネと創エネ」の実現を目指す。
　敷地には、子ども広場のほか、町歴史民俗博物館
別館（石炭資料館）や災害備蓄倉庫、町消防団本部
を併設した車庫棟も建てる。

高級納豆「嘉麻ひすい」開発
　　嘉麻市民出資の会社、特産品第３弾�
　嘉麻市の活性化に取り組む市民出資の株式会社
「かま」が、市内で育てた青大豆のキヨミドリを材
料にした高級納豆「嘉麻ひすい納豆」を開発し、販
売を始めた。大粒でふわっとした食感に、豆本来の
香ばしさや甘さも残る「深い味わいが売り」という。
生枝豆やおぼろ豆腐に続く第３弾の特産品として、
輸出も視野に入れている。
　キヨミドリは温暖な気候に適した品種。市内では、
かまが地元農家の辻田光之さん（65）の協力を得
て４年前から遠賀川沿いの畑で栽培を始めた。風味
が豊かで濃い緑色をしていることから、宝石のヒス
イにちなんで「嘉麻ひすい」と名付けてPRしている。
　かまの有田栄公社長（51）によると、生産量は「全
国的に希少」。同社は特産品づくりによって地域活
性化につなげようと、１年に数日間しか収穫できな
い「生枝豆」や、地元の豆腐店と連携した「おぼろ
豆腐」を製造、販売してきた。
　第３弾となる納豆の製造は、宮城県の大豆専門店
に委託した。大豆本来の味を生かすため、タレは無
香料で薄味。今後は香港やドバイなど、海外での販
売も検討しているという。
　生産者の辻田さんは「手塩にかけて育てたキヨミ
ドリの納豆をぜひ食べてほしい」と話す。販売はイ
ンターネットによる市農産物の産直サイト「かま
チョク」で、贈答用が１箱６パック入り5400円（税
込み）。飯塚市鶴三緒の直売所「かほ兵衛の台所」で、
市販用が１パック540円（同）。

筑 豊 地 区
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郷土のうごき

「八女茶発祥600年」記念のロゴマーク
　　「八」角形にデザイン、市はPRに躍起�
　八女市黒木町笠原地区に茶が伝えられて600年に
なるのを記念して、八女市などでつくる実行委員会
は２月２日、「八女茶発祥600年」のロゴマークを
発表した。
　ロゴマークは「600」の文字を、八女市だけに「八」
角形にデザインした。記念の年を広くアピールする
ため、茶のパッケージやイベント、広告などに活用
される。
　同市は今年、「八女茶で乾杯」を推奨する条例も
施行する。三田村統之市長は「茶の市場規模は縮小
しているが、さらなるブランド化、需要拡大を目指
したい」とロゴに期待を込めた。

久留米市議会、常任委員会を
　　　ユーチューブで録画配信へ�
　久留米市議会の議会制度調査特別委員会は２月３
日、常任委員会の録画を動画配信サイト「ユーチュー
ブ」で配信する方針を固めた。15日に開かれる議
会運営委員会で報告する。
　対象は総務、教育民生、経済、建設の常任委員会
で、夏ごろから配信を始める予定だ。議会改革の一
環で昨年夏から、配信について本格的に検討を開始。
費用や手法について話し合いを重ねてきた。
　久留米市は新型コロナウイルス感染症の流行が始
まった2020年以降、市民らの委員会傍聴の自粛を
呼びかけている。調査特別委員会は「市民に配信を
見ていただき、意見をもらえれば」と話している。

最新技術の観光イチゴ農園、小郡市に完成
　　　　　　　　つり下げ可動式のプラント�
　最新技術を駆使したビニールハウスの観光農園「い
ただきいちご園」が小郡市井上に完成し２月５日、
プレオープン式典があった。車いす利用者や幼児で
も楽に摘み取れるように、つり下げた可動式のプラ
ントからイチゴを摘み取る県内初のスタイル。11日
に正式開業し、５月７日まで土日、祝日に営業する。
　イチゴ園は、農業の経営支援などを担うアグリ・
クリエイティブ・シード社（佐賀市）が「スマート
農業で地域振興を」と約500平方メートルのハウスに整備。
プラントが並ぶ22レーンに、「紅ほっぺ」「よつぼし」
など８種類を栽培する。
　室温は、日照に応じて15～ 25度に自動設定。水、
肥料も自動制御装置で供給し二酸化炭素（CO2）
濃度も自動調整されている。プラントは高さ1・2メートル
～ 2・3メートルで上げ下げ可能。事業費は約４千万円。

不作に負けぬ！ノリノリ給食
　「海苔の日」の６日、柳川市の全小中学校で県産品�
　「海

の り

苔の日」の２月６日、柳川市の全小中学校で学
校給食に県産のりが出された。例年は福岡有明海漁連
（同市）が新のりを寄贈しているが、今季は記録的不
作のため昨季の新のりを直前に加工して提供した。
　同市大和町の有明小では児童の家族や親戚にノリ
養殖の関係者もいる。子どもたちは生産者が不作に
負けないよう願いながら、ごはんと厚焼き卵、ニラ
のサラダをのりで巻いた手巻きずしを頬張った。
　祖父がノリ養殖業という５年の塩塚あいりさん
（11）は「おじいちゃん、頑張っていいノリを作って」
とエールを送って味わった。

広川で「ブラジルチドメグサ」大繁殖
　　　　　　　外来水草、防災に懸念も�
　広川町内を流れる筑後川の支流・広川で、水草が
川面を埋め尽くすように大繁殖している。生態系や
農業にも被害を及ぼす「ブラジルチドメグサ」とみ
られ、南米原産だが真冬にもかかわらず青々と生い
茂っている。住民からは「水害時に水をせき止めて
被害が拡大するかもしれない」と不安の声が上がっ
ている。
　１月下旬、同町新代地区と太田地区の間にかかる
広川橋から広川を眺めると、約15メートルある川幅いっ
ぱいが緑色に染まっていた。直径５センチほどで、切り
込みが入った丸い葉を持つ水草。さらに茎を伸ばし
ながら、繁殖を広げる様子も見られる。流れに沿っ
て歩くと、幅数メートルに及ぶ群生がいくつも確認できた。
　福岡市植物園によると、この水草はセリ科の「ブラ
ジルチドメグサ」とみられる。南米原産で元々は観賞
用に持ち込まれた。繁殖力が強く、在来種の水草類を
駆逐して生態系を破壊する恐れがあるため、外来生
物法で輸入・飼育・放出などが禁じられた特定外来
生物に指定されている。全国的に問題になっており、
2007年に筑後川上流などでも繁殖が確認された。
　ブラジルチドメグサは水門近くに集まって繁殖す
る。このため取水口が詰まったり、水門の開閉がで
きなくなったりする恐れもあり、広川を管理する八
女県土整備事務所は常時、河川監視を行う。
　難点は生命力の強さ。ブラジルチドメグサは伐採
した茎の切れ端からも再生し、土の中に潜り込むこ
ともある。さらに茎が絡まり合うと分厚いマット状
になって人力での除去が難しくなるため、数年前に
は重機で除去したこともあったという。
　同事務所は「河川の流水が妨げられるかどうかが
一つの判断基準。春先の繁殖状況を見て、取水期前
までに対応するかを検討する」と話している。

筑 後 地 区
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　当館は、スペースワールド跡地となる八幡東区東田地区の大型
商業施設内に2022年４月28日にオープンした。これまでに閉園
したスペースワールドや北九州市立児童文化科学館のそれぞれの
歴史を受け継ぎ、科学や技術への興味・関心を高め、未来を担う
人材を育み、地域の賑わいを創出する科学館として誕生した。
　一人一人が感じる「フシギ」の芽を大切に、その芽をさらに育

んでいく体験・体感型の科学館で、１・２階が「サイエンスLABO」（常設展示）、３階がプラネタリウムとなっ
ている。
　１階の「サイエンスLABO」は国内最大の大型竜巻発生装置（高さ約10m）を中心に、
北九州市と科学の歩み、災害や防災対策、北九州市出身で気象学の世界的権威である
ミスター・トルネードと呼ばれた藤田博士の功績を紹介している。
　２階の「サイエンスLABO」は感じて考えるエリアで、不思議な科学現象による９
つのシンボル展示を通して、楽しみながら科学的思考を養うゾーンとなっている。
　３階のプラネタリウムは内径30mで国内最大級。ドームに映し出す究極に再現され
たリアルな星空と、高精細なデジタル映像が融合したハイブリッドプラネタリウムである。またプラネタリ
ウムの待合スペースとなる「スペースラウンジ」には、スペースワールドから引き継いだ月の石、スペースシャ
トルのメインエンジン、アポロ司令船等の貴重な資料を展示している。
【アクセス】　JR鹿児島本線「スペースワールド駅」下車徒歩約３分、北九州都市高速「枝光出入口」より車で約３分
� （柳井　雅也）

　当館は、小郡市にある県立の歴史博物館。大陸と向
き合い、古くから対外交流の窓口としての役割を果た
してきた九州の歴史とその特質を明らかにするため、

1973年に太宰府市に開館した。その後建物の老朽化と隣接地に九州国立博物館が開館することになったので、
2010年に小郡市に移転。小郡市には、多くの遺跡が存在し、当館は県指定史跡三沢遺跡に隣接している。
　開館以来、大宰府史跡の発掘調査や各地の仏像及び古文書調査など多角的な研究を進めてきた。展示室では、
県内遺跡の出土品展示など古代から近代にいたる福岡県の歴史をたどることができる。甕

かめ

棺
かん

のオープン展示
や器や陶磁器の「引き出し展示」により間近に質感や詳細を見ることができ、展示室の床がガラス張りになっ
ているところもあり、九州各地の遺跡で出土した発掘
現場の一部を真上から覗き込むこともできる。
　中庭からは文化財の修復作業を見ることもでき、VR
体験などを通じて古代体験ができ、子供から大人まで
楽しめる。
　さらに当館は、原文書のほか写真・絵葉書など10万
点を超える県史編

へんさん

纂史料を、県地域史研究所から移管
され、閲覧およびレファレンス業務も行っている。
【アクセス】　西鉄天神大牟田線「三国が丘駅」徒歩10分
� （牛島　康明）

スペースＬＡＢＯ（北九州市科学館）
〒805-0071 北九州市八幡東区東田4-1-1 ☎093-671-4566

九州歴史資料館
〒838-0106 小郡市三沢5208-3 ☎0942-75-9575

北九州地区

筑後地区

竜巻発生装置
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郷土ゆかりの地を訪ねる 第11回

　当会報の「郷土の先達」にかつて掲載された作家松本清
せい

張
ちょう

は、社会派推理小説のジャンルを確立したことで知られ
る。作品領域は現代小説、歴史小説、評論、伝記、古代史研究、現代史などに及び、国民的作家といわれるほどの活躍を
した。44歳で上京し、杉並区や練馬区に住んでいたので、小説の舞台として都内各地が登場する。� （牛島　康明）

　八王子市大谷町にある大善寺という寺院に隣接して富士見台霊園がある
が、その最上部の眺めのいい場所に、松本清張は眠っている。戒名は「清閑院釋
文張」。
　明治42年（1909）に生まれ、平成４年（1992）８月４日に82歳で逝去。『或る
「小倉日記」伝』で芥川賞を受賞後、『点と線』『砂の器』などの作品で清張ブーム
を引き起こし、『日本の黒い霧』では社会派ノンフィクションの先駆けとなっ
た。受賞歴は吉川英治文学賞、菊池寛賞、NHK放送文化賞など多数。清張の作
品では多くの場合、加害者は反面被害者でもあった。過酷な環境ゆえの犯罪、
同情されるべき存在として描かれた。

富士見台霊園

所  八王子市大谷町1019-1
交  �JR八王子駅から徒歩25分、バス10分松本清張の墓

　女と男は、深大寺を後にして乗り物には乗らず、二人で
林の中や畑の広がる道を暫く楽しげに歩いた。ふと気が付
くと古い石垣に突き当りその上には樹林がつづいていた。
　「なんでしょう？」頼子が石垣の上を見上げたが、分から
なかった。「天文台ですよ、三鷹の」小野木が言った。「あら、
ここがそうなの」頼子は目をみはった。大きくあけたとき
の瞳がきれいなのである。・・・「いいところに連れてきて
くださったわ」と言ったのは、古い寺を見たことも含めて
だった。
　三鷹市にある国立天文台の本部である三鷹キャンパス
は、大正13年（1924）、関東大震災の翌年に麻布から移転。
当時は東京帝国大学付属東京天文台という名称だった。国
立天文台と改称したのは昭和63年（1988）。広大な敷地の
中に樹林が広がり、観測施設が点在する。

国立天文台

所  三鷹市大沢2-21-1
交  JR三鷹駅からバス20分
　　深大寺からは徒歩20分

国立天文台三鷹キャンパス 屈折望遠鏡

　松本の小説『波の塔』は、謎めいた人妻と若い検事の恋愛
を主題にしている。女の夫の行動は、官界を巡る汚職事件
へと発展し、夫は摘発された。若い検事は、容疑者の妻と交
際していたことが原因で職を追われ、人妻は富士の樹海へ
と一人消える。
　この小説の重要な舞台となるのが、天平５年（733）に創
建され、東日本最古の国宝仏「釈迦如来像」がある深大寺で
ある。また寺の近くには名物「深大寺そば」の店が多くなら
び賑わいを見せている。
　「寺は古かった・・桃山時代の建築というから古いもの
である」「静かだった。都心から乗り物で一時間ぐらいの距
離に、まだこんな場所が残っていたかと、輪香子も驚いた
くらいだった」「ふと山門の方を見ると、・・一組の男女が
ならんで石段をおりてくるところだった。恰好のいい洋服
と、すらりと着付けのきれいな和服の女性だとは、目が瞬
間に捕えた印象だったが・・」

深
じ ん

大
だ い

寺
じ

所  調布市深大寺元町5-15-1
交  �京王線調布駅または、つつじケ丘駅よりバス15分

深大寺山門 深大寺本堂
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山
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ん（
会
員
）
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音
楽
劇
の
ご
案
内

　
会
報
誌
『
東
京
と
福
岡
』
令
和
４
年
10

月
号
「
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
」
に
て
紹
介
さ

れ
た
、
福
岡
県
生
ま
れ
、
明
善
高
校
出
身

の
平
山
ト
オ
ル
さ
ん
出
演
の
音
楽
劇『
ダ・

ポ
ン
テ
』
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
全
日
程
に
つ
い
て
は

『
ダ
・
ポ
ン
テ
』
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

https://w
w
w
.tohostage.com

/dp/ 

に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
会
員
様
の
チ
ケ
ッ
ト
予
約
は
、
メ
ー
ル

に
て
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

メ
ー
ル
：toru1145@
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ail.com

平
山
ト
オ
ル
さ
ん
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
昨
年
開
催
さ
れ
た
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
『
ク

リ
ス
マ
ス
・
キ
ャ
ロ
ル
』
に
於
い
て
、
多

く
の
県
人
会
の
皆
様
に
観
劇
に
駆
け
つ
け

て
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
今
回
、
東
宝
制
作
の
音
楽
劇
『
ダ
・
ポ

ン
テ
』
と
い
う
素
敵
な
舞
台
に
出
演
す
る

こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

の
オ
ペ
ラ
『
フ
ィ
ガ
ロ
の
結
婚
』『
ド
ン・

ジ
ョ
バ
ン
ニ
』『
コ
ジ
・
フ
ァ
ン
・
ト
ゥ
ッ

テ
』
の
台
本
作
家
で
あ
る
、
も
う
一
人
の

天
才
「
ダ
・
ポ
ン
テ
」
の
物
語
で
す
。

　
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
が
あ
ま
り
に
も
世
に
知

ら
れ
て
し
ま
っ
た
た
め
に
、
彼
に
は
注
目

が
集
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
よ
う
な

人
物
に
焦
点
を
当
て
た
新
作
の
音
楽
劇

で
、
と
て
も
楽
し
く
な
り
そ
う
な
舞
台
で

す
。
出
演
者
に
は
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
界
若
手

ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
海
宝
直
人
さ
ん
は
じ

め
、
今
話
題
の
方
々
の
お
名
前
も
並
ん
で

お
り
ま
す
。
私
も
頑
張
ら
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

�

東
京
福
岡
県
人
会
会
員　
平
山
ト
オ
ル

平山トオル
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１
月
17
日
、
第
１
回
実
行
委
員
会
が
筑

豊
地
区
の
皆
様
ご
出
席
の
も
と
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

担
当
副
会
長
は
福
山
祐
子
氏
（
田
川

高
）、実
行
委
員
長
に
田
中
寛
利
理
事
（
嘉

穂
高
）、
副
実
行
委
員
長
に
塚
本
哲
理
事

（
嘉
穂
高
）、
柴
田
芳
彰
氏
（
嘉
穂
東
高
）

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
中
で
、
来
年
度
の
総
会
・
懇
親
会

は
10
月
26
日
（
木
）
に
明
治
記
念
館
に
て

開
催
す
る
こ
と
が
内
定
さ
れ
ま
し
た
。
正

式
に
決
定
次
第
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
収
束
状
況
に

も
依
り
ま
す
が
、
来
年
度
は
４
０
０
名
規

模
で
の
開
催
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
皆
様
ご
予
定
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

県
人
会
事
務
局
か
ら

令
和
５
年
度 

年
会
費
納
入
の
お
願
い

　
県
人
会
は
、
会
員
の
皆
様
の
年
会
費
に

よ
っ
て
運
営
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。

　
毎
年
、
会
報
３
月
号
に
次
年
度
（
４
月

１
日
か
ら
翌
年
３
月
末
）
ま
で
の
会
費
納

入
の
お
願
い
状
と
「
払
込
取
扱
票
」
を
挟

み
込
ん
で
お
り
ま
す
。
本
誌
に
も
挟
み
込

ま
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
会
費
の
お
振
込

み
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
な
お
、
２
０
２
１
年
度
、
２
０
２
２
年

度
の
お
振
込
み
が
お
済
み
で
な
い
方
に
は

そ
れ
ぞ
れ
２
年
分
、
３
年
分
の
会
費
分
を

挟
み
込
ん
で
お
り
ま
す
の
で
、
速
や
か
に

お
振
込
み
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
な
お
、
行
き
違
い
で
納
め
て
い
た
だ
い

た
場
合
は
ご
容
赦
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

広
告
掲
載
の
お
願
い

　
会
報
「
東
京
と
福
岡
」
は
会
員
や
関
係

各
位
の
皆
様
を
つ
な
ぐ
、
県
人
会
活
動
の

柱
の
一
つ
で
す
。
会
員
は
も
と
よ
り
、
福

岡
県
下
の
ほ
と
ん
ど
の
市
町
村
、
友
好
企

業
や
海
外
福
岡
県
人
会
な
ど
、
多
く
の

方
々
に
購
読
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
会
報
の
制
作
費
は
、
皆
様
の
ご
厚
意
に

よ
る
「
広
告
掲
載
料
」
に
よ
り
発
行
、
維

持
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
本

誌
に
広
告
掲
載
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
５
年
度　
総
会・懇
親
会

10
月
26
日（
木
）を
予
定

明治記念館

太
宰
府
天
満
宮

�

「
梅
の
使
節
」ご
来
訪

　
２
月
14
日
、
太
宰
府
天
満
宮
よ
り
恒
例

の
「
梅
の
使
節
」
が
来
訪
さ
れ
ま
し
た
。

　
西
高
辻
信
宏
宮
司
と
お
二
人
の
巫
女
さ

ん
な
ど
総
勢
５
名
の
使
節
団
で
す
。

　
県
人
会
を
代
表
し
て
、
鬼
塚
副
会
長
と

自
見
副
会
長
、田
島
事
務
局
長
が
出
席
し
、

德
本
裕
子
福
岡
県
東
京
事
務
所
副
所
長
と

と
も
に
、
梅
鉢
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
梅
の
花
は
県
花
と
し
て
県
民
に
親
し
ま

れ
、
馥ふ

く
い
く郁
と
し
た
香
り
を
漂
わ
せ
、
春
の

訪
れ
を
一
足
先
に

告
げ
る
清
純
な
花
。

そ
の
花
に
願
い
を
込

め
て
親
善
の
「
梅
の

使
節
団
」
を
派
遣
さ

れ
て
い
ま
す
。
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同
好
会
だ
よ
り

第
92
回
皇
居
を
走
ろ
う
!!

�

同
好
会
開
催
報
告

　
２
０
２
３
年
第
２
回
目
の
「
皇
居
を
走

ろ
う
!!
同
好
会
福
岡
」
は
、２
月
４
日
（
土
）

午
後
５
時
よ
り
、
参
加
者
24
名
が
平
川
門
側

に
集
合
し
て
賑
や
か
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

夕
暮
れ
時
は
ま
だ
ま
だ
肌
寒
さ
を
感
じ
る

季
節
で
す
が
、
そ
れ
で
も
開
催
の
度
に
陽
が

長
く
な
っ
て
い
る
事
を
実
感
し
つ
つ
、
春
の

訪
れ
を
待
ち
侘
び
な
が
ら
の
、
楽
し
い
皇
居

一
周
ラ
ン
ニ
ン
グ
と
な
り
ま
し
た
。
参
加
者

は
、
集
合
前
に
既
に
皇
居
を
１
周
か
ら
２
周

（
１
周
は
約
５
キ
ロ
）
走
っ
て
い
る
ベ
テ
ラ

ン
組
、
皇
居
一
周
の
景
色
を
楽
し
む
事
を

優
先
し
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
＆
ラ
ン
組
な
ど

様
々
で
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の
ペ
ー

ス
に
合
わ
せ
て
皇
居
を
周
回
し
、
気
持
ち
の

良
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　
ラ
ン
ニ
ン
グ
後
は
、
最
寄
り
の
ラ
ン
ニ
ン

グ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
た

後
、
希
望
者
（
21
名
）
に
よ
る
懇
親
会
が
、

基
本
的
な
コ
ロ
ナ

対
策
を
充
分
に

行
っ
た
上
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
初

参
加
者
２
名
の
紹

介
も
あ
り
、
１
名

は
県
内
の
高
校
時

代
の
先
輩
に
声
を

掛
け
ら
れ
、
ラ
ン

ニ
ン
グ
に
は
余
り

興
味
は
無
か
っ
た

け
れ
ど
、
ダ
イ

エ
ッ
ト
効
果
も
有

福
岡
の
物
産
展

大
九
州
展

会
期　
３
月
８
日（
水
）～
３
月
13
日（
月
）

　
　
　
10
時
～
19
時

　
　
　
最
終
日
は
18
時
閉
場

会
場　
日
本
橋
三
越　
７
階
催
物
場

　
　
　
８
社
出
展
予
定

　
　
　
中
央
区
日
本
橋
室
町
１-

４-

１

　
　
　
東
京
メ
ト
ロ
「
三
越
前
駅
」
１
分

　
　
　
０
３-

３
２
４
１-

３
３
１
１

大
九
州
展

会
期　
３
月
８
日（
水
）～
３
月
14
日（
火
）

　
　
　
10
時
～
20
時

　
　
　
最
終
日
は
17
時
閉
場

会
場　
京
王
百
貨
店
新
宿
店
７
階
大
催
場

　
　
　
14
社
出
展
予
定

　
　
　
新
宿
区
西
新
宿
１-

１-

４

　
　
　
Ｊ
Ｒ
「
新
宿
駅
」
中
央
西
口
１
分

　
　
　
０
５
７
０-

０
２
２-

８
１
０

47
都
道
府
県
に
っ
ぽ
ん
の
グ
ル
メ
シ
ョ
ー

会
期　
３
月
９
日（
木
）～
３
月
14
日（
火
）

　
　
　
10
時
～
19
時

　
　
　
最
終
日
は
17
時
閉
場

会
場　
東
武
百
貨
店
池
袋
店
８
階
催
事
場

　
　
　
４
社
出
展
予
定

　
　
　
豊
島
区
西
池
袋
１-

１-

25

　
　
　
Ｊ
Ｒ
「
池
袋
駅
」
中
央
改
札
１
分

　
　
　
０
５
７
０-

０
８
６-

１
０
２

福
岡
特
別
販
売
会

会
期　
３
月
16
日（
木
）～
３
月
22
日（
水
）

　
　
　
10
時
～
20
時

会
場　
東
急
百
貨
店　
二
子
玉
川
店

　
　
　
地
階
催
事
場

　
　
　
３
社
出
展
予
定

　
　
　
世
田
谷
区
玉
川
２-

21-

１

　
　
　
東
急
「
二
子
玉
川
駅
」
直
結

　
　
　
０
３-

６
８
０
５-

７
１
１
１

福
岡
老
舗
名
店
の
味

会
期　
３
月
22
日（
水
）～
３
月
28
日（
火
）

　
　
　
10
時
～
20
時

会
場　
東
急
百
貨
店　
青
葉
台
店

　
　
　
地
階
催
事
場

　
　
　
10
社
出
展
予
定

　
　
　
横
浜
市
青
葉
区
青
葉
台
２-

１-

１

　
　
　

�

東
急
「
青
葉
台
駅
」
１
分

　
　
　
０
４
５-

９
８
５-

８
１
０
９

福
岡
う
ま
か
も
ん
市

会
期　
３
月
29
日（
水
）～
４
月
４
日（
火
）

　
　
　
10
時
半
～
19
時
半

会
場　
髙
島
屋
日
本
橋
店　
地
階
催
事
場

　
　
　
８
社
出
展
予
定

　
　
　
中
央
区
日
本
橋
２-

４-

１

　
　
　
東
京
メ
ト
ロ
「
日
本
橋
駅
」
直
結

　
　
　
０
３-

３
２
１
１-

４
１
１
１

福
岡
県
の
食
彩
と
技
巧
展

会
期　
３
月
30
日（
木
）～
４
月
５
日（
水
）

　
　
　
10
時
～
20
時

　
　
　
最
終
日
は
17
時
閉
場

会
場　
東
急
百
貨
店　
吉
祥
寺
店

　
　
　
８
階
催
物
場

　
　
　
18
社
出
展
予
定

　
　
　
武
蔵
野
市
吉
祥
寺
本
町
２-

３-

１

　
　
　
Ｊ
Ｒ
「
吉
祥
寺
駅
」
西
口
７
分

　
　
　
０
４
２
２-

２
１-

５
１
１
１

り
そ
う
な
の
で
こ
れ
か
ら
も
参
加
し
ま
す
と

挨
拶
、別
の
１
名
は
ラ
ン
ニ
ン
グ
歴
も
長
く
、

フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
に
も
何
度
も
参
加
さ
れ
、
一

般
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
は
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
記
録

を
持
つ
ベ
テ
ラ
ン
で
、
大
変
楽
し
か
っ
た
の

で
ま
た
参
加
し
ま
す
と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
春
を
迎
え
て
季
節
も
良
く
な

り
、
皇
居
の
景
色
も
回
を
重
ね
る
度
に
、
異

な
る
美
し
い
姿
を
み
せ
て
く
れ
る
事
と
思
い

ま
す
。
ご
興
味
の
あ
る
方
は
、ど
な
た
で
も
、

い
つ
で
も
大
歓
迎
で
す
。
楽
し
い
同
郷
の
仲

間
と
或
い
は
健
康
維
持
や
体
力
強
化
の
た
め

に
走
る
仲
間
と
一
緒
に
、
気
持
ち
の
良
い
汗

を
流
し
ま
せ
ん
か
？
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

<

次
回 

第
93
回 

開
催
連
絡>

日　
時
：
令
和
５
年
３
月
４
日（
土
）午
後
５
時
～

集　
合
：�

皇
居
北
端
「
平
川
門
」
先
の
ベ

ン
チ
エ
リ
ア

着
替
え
：�「
ラ
フ
ィ
ネ
・
ラ
ン
ニ
ン
グ
ス

タ
イ
ル
神
田
店
」
が
便
利
で
す

　
　
　
　
（
１
回
６
０
０
円
）

　
　
　
　
千
代
田
区
内
神
田
１-

８-

１

　
　
　
　

�

三
井
ビ
ル
１
階　
地
下
鉄「
大
手
町
」

駅
又
は
Ｊ
Ｒ
神
田
駅
よ
り
徒
歩
５
分

参
加
費
：
無
料

申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

�

世
話
人　
土
井
・
糸
山

０
９
０-

７
０
０
７-

３
６
２
７
（
携
帯
）

�
takecs@

nifty.com

同
好
会
公
式
サ
イ
ト
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

https://lit.link/kokyorun2015fukuoka
YouTube

サ
イ
ト
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
読
み
取
り
に
て
閲
覧
可
能
で
す
。
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と
あ
る
銀
座
の
路
地
、
歌
舞
伎
座
近
く
に
小
洒
落
た

ド
ア
の
お
店
が
あ
る
。

　
「
皆
さ
ん
、
身
体
を
休
め
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
ん
で
す

よ
」
と
ご
主
人
の
娘
の
直
子
さ
ん
。
ほ
と
ん
ど
髪
の
毛

も
な
い
私
だ
が
、
じ
っ
く
り
一
時
間
、
髭
剃
り
か
ら
顔

剃
り
ま
で
丁
寧
に
や
っ
て
く
れ
る
。

　
そ
の
床
屋
に
行
く
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
東
京
か
ら

博
多
に
あ
る
九
州
支
社
に
転
勤
、
そ
し
て
再
び
東
京
に

戻
っ
て
か
ら
の
こ
と
。
銀
座
の
床
屋
に
通
っ
て
み
た
い

と
い
う
気
持
ち
か
ら
散
々
歩
き
回
っ
て
「
ユ
タ
カ
」
と

い
う
店
に
行
き
あ
た
っ
た
。
昔
の
週
刊
誌
に
『
平
凡
パ

ン
チ
』
と
い
う
の
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
表
紙
を
飾
る
イ

ラ
ス
ト
よ
ろ
し
く
、
ピ
ン
ク
ス
ト
ラ
イ
プ
の
ボ
タ
ン
ダ

ウ
ン
シ
ャ
ツ
に
ベ
ー
ジ
ュ
の
綿
パ
ン
。
髪
を
刈
る
ご
主

人
の
立
ち
姿
に
粋
を
感
じ
た
二
度
目
の
東
京
だ
っ
た
。

　
気
さ
く
な
ご
主
人
。
た
ち
ま
ち
フ
ァ
ン
に
な
り
、
月

二
回
の
ペ
ー
ス
で
通
う
よ
う
に
な
っ
た
。
ビ
ジ
ネ
ス
マ

ン
は
身
嗜
み
が
大
切
、
油
断
し
て
さ
ぼ
る
と
頭
が
生
ま

れ
た
て
の
ヒ
ナ
鳥
の
様
に
な
っ
て
し
ま
う
。
あ
る
時
、

銀
座
で
一
息

野の

　
⽥だ

　
恭や

す

　
弘ひ

ろ

い
つ
も
の
椅
子
に
座
り
、
傍
ら
の
棚
の
上
を
見
る
と
、

オ
ー
ド
リ
ー
・
ヘ
ッ
プ
バ
ー
ン
の
髪
を
刈
る
ご
主
人
の

ス
ナ
ッ
プ
…
え
っ
、
そ
ん
な
バ
カ
な
？
…
合
成
写
真
！

　
茶
目
っ
気
た
っ
ぷ
り
な
御
仁
で
も
あ
る
が
、
理
容
競

技
世
界
大
会
日
本
代
表
の
経
歴
。
有
名
な
ゴ
ル
フ
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
の
ス
ポ
ン
サ
ー
か
ら
プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
の
髪

型
の
乱
れ
を
直
し
て
ほ
し
い
と
頼
ま
れ
、
出
張
理
容
に

出
掛
け
た
逸
話
も
あ
る
。
ダ
ン
ス
協
会
の
会
長
、
歌
舞

伎
役
者
や
相
撲
の
親
方
衆
も
通
う
。
品
格
へ
の
思
い
。

前
髪
は
上
げ
、
横
髪
は
耳
を
出
し
、
襟
足
は
短
め
に
の

基
本
は
譲
ら
ず
。
そ
う
言
い
な
が
ら
「
若
い
っ
て
素
晴

ら
し
い
ね
ぇ
」
と
、
五
十
歳
を
過
ぎ
て
間
も
な
い
私
の

肩
を
ゆ
っ
く
り
揉
ん
で
く
れ
た
。

　

そ
ん
な
あ
る
日
、
ご
主
人
が
店
に
姿
を
見
せ
な
く

な
っ
た
。
娘
さ
ん
か
ら
話
を
聞
く
と
「
人
生
の
終
わ
り

の
前
に
お
客
様
に
」と
筆
書
き
さ
れ
た
封
を
渡
さ
れ
た
。

冒
頭
に
「
自
分
の
職
業
は
理
容
師
で
す
」
と
は
じ
ま
り

「
お
客
様
と
の
様
々
な
出
会
い
に
幸
せ
な
仕
事
が
出
来

ま
し
た
が
、
い
つ
も
良
い
仕
事
が
で
き
た
だ
ろ
う
か
？

沢
山
の
お
客
様
に
満
足
し
て
頂
け
た
だ
ろ
う
か
？
…�

心
配
の
種
は
一
向
に
減
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
自
分
な
り

に
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
参
り
ま
し
た
。
後
を
継
ぐ
若
者

を
信
頼
し
て
い
る
の
で
、
う
る
さ
く
、
う
る
さ
く
指
導

を
賜
り
た
い
」
と
の
思
い
が
綴
ら
れ
、
そ
し
て
最
後
に

「
こ
ん
な
に
幸
せ
な
の
に
、
な
ぜ
自
分
は
逝
く
ん
だ
ろ

う
」
と
い
う
言
葉
で
締
め
括
ら
れ
て
い
た
。

　
読
み
終
え
て
、
地
下
鉄
の
階
段
か
ら
広
が
る
東
京
の

青
い
空
を
眺
め
な
が
ら
、
涙
が
ど
っ
と
溢
れ
て
き
た
。

　
そ
れ
か
ら
十
五
年
経
ち
、
今
は
Ｕ
タ
ー
ン
し
た
故
郷

久
留
米
か
ら
た
ま
に
上
京
す
る
と
、
羽
田
か
ら
真
っ
直

ぐ
地
下
鉄
東
銀
座
駅
に
向
か
う
。「
あ
ら
～
、
い
ら
っ

し
ゃ
い
」
と
懐
か
し
い
声
。
そ
し
て
、
ご
主
人
を
思
い

浮
か
べ
な
が
ら
椅
子
に
座
り
、
一
息
。

　
今
年
も
春
が
来
た
。
そ
ろ
そ
ろ
ま
た
行
こ
う
か
な
。

1956年	 久留米市生まれ
1975年	 明善高等学校卒業
1981年	 早稲田大学第一文学部卒業
1981年	 富士通㈱入社
1993年	 富士通エフ･アイ･ピー㈱転籍
2019年	 同社　専務取締役退任
2020年	 久留米に戻り現在に至る

15 東京と福岡

（
カ
ッ
ト
　
瀬
知
エ
リ
カ
）



　
「
東
京
と
福
岡
」の
著
作
権
は「
東
京
福
岡
県
人
会
」ま

た
は「
原
著
者
」に
帰
属
し
ま
す
。無
断
複
写
転
載
を
厳
禁

し
ま
す
。

　
「
東
京
と
福
岡
」に
つ
い
て
の
ご
意
見
は
事
務
局
ま
で
。

　

E-m
ail:info@

fukuoka-kenjinkai.jp

〈
表
紙
題
字
　
緒
方
竹
虎
筆
〉

会
員
動
向

　
◇
入
会
者
◇
（
二
月
十
五
日
現
在
）

	

紹
介
者

富
永　

隼
行
（
宗
像
市
）	

里
村　
　
雄

水
沢　

フ
ウ
（
福
岡
市
）	

平
山
ト
オ
ル

　
◇
退
会
者
◇

清
水
真
由
美　

◇
　
編
　
集
　
後
　
記
　
◇

　

受
験
シ
ー
ズ
ン
も
い
よ
い
よ
本
番
大
詰
め
。

こ
の
会
報
も
正
し
い
文
章
や
表
現
に
細
心
の
注

意
を
払
っ
て
い
る
。
校
正
中
、
日
本
語
の
多
彩

な
こ
と
を
愛
お
し
く
思
い
つ
つ
、
受
験
生
た
ち

の
悩
み
の
種
に
な
り
え
る
と
も
考
え
る
と
心
中

は
複
雑
で
あ
る
。

　

さ
て
、「
今
月
の
表
紙
」
は
宮
若
市
か
ら
目

も
覚
め
る
よ
う
な
桜
並
木
の
一
枚
を
贅
沢
に
掲

載
。「
郷
土
の
先
達
」
は
有
吉
憲
彰
を
取
り
上

げ
た
。「
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
」
で
は
画
家
の
京

都
絵
美
さ
ん
が
登
場
。繊
細
さ
を
活
か
し
つ
つ
、

強
さ
と
深
み
を
追
求
し
た
作
品
づ
く
り
に
挑
戦

し
続
け
る
。「
あ
の
ひ
と
こ
の
ひ
と
」
は
藤
原

誠
二
さ
ん
と
中
川
絵
梨
香
さ
ん
か
ら
寄
稿
い
た

だ
い
た
。「
な
ん
で
も
広
場
」
で
紹
介
し
た
ス

ペ
ー
ス
Ｌ
Ａ
Ｂ
Ｏ
は
ま
だ
ま
だ
オ
ー
プ
ン
し
た

て
の
注
目
ス
ポ
ッ
ト
。「
郷
土
ゆ
か
り
の
地
を

訪
ね
る
」
で
は
、
作
家
の
松
本
清
張
と
関
わ
り

深
い
三
箇
所
を
ご
紹
介
。
野
田
恭
弘
さ
ん
執
筆

の
「
銀
座
で
一
服
」、
読
後
感
は
ま
さ
に
お
茶

に
せ
ん
ね
の
一
言
。
平
穏
無
事
の
日
々
を
大
事

に
し
た
い
。

　
本
誌
が
発
行
さ
れ
る
頃
に
は
、
受
験
生
だ
っ

た
方
々
も
次
の
ス
テ
ー
ジ
を
見
据
え
て
期
待
に

胸
を
弾
ま
せ
て
い
る
と
思
う
。
そ
こ
に
寄
り
添

う
桜
大
樹
の
よ
う
に
、
静
か
に
ど
っ
し
り
と
未

来
を
見
守
り
続
け
た
い
も
の
だ
。

�

白
石　
雄
士
（
編
集
委
員
）

　宮若市は福岡市と北九州市の
中間に位置し、九州自動車道の
若宮IC、宮田スマートICを有す
る利便性から、プレミアムブラ
ンドのレクサスを生産するトヨ
タ自動車九州株式会社を核に、
自動車関連企業が集積するもの
づくりのまちとして成長してき
ました。
　近年では、産業の多様化に向
け、ITで流通改革を目指すトラ
イアルグループと連携し、地方
分散型の事業展開を視野に入れ
たAI等先端技術を活用する新た

な拠点地域の形成を目指すため、官民協働の地方創生
事業に取り組んでいます。
　併せて、SDGsの達成に向け、九州大学の馬奈木教
授と連携し、包括的な豊かさを表す新国富指標を活用
したまちづくりにも取り組んでいます。
　さらにまちづくりの一環として、廃校が新たな施設
として生まれ変わりました。昨年は、文化財収蔵・展
示・交流センターやAI開発拠点、産地産直レストラン
がオープン。今後も変化し続ける宮若市にぜひご注目
ください。
　また、福岡の奥座敷として、奈良時代からの歴史が
残る脇田温泉、教科書に載る国指定文化財の竹原古墳、
浮世絵の祖と言われる岩佐又兵衛勝以の三十六歌仙
絵、筑前三大放生会の１つである若宮八幡宮放生会な
ど、自然と歴史・文化のまちでもあります。
　そして、宮若市と言えばなんといってもお米です。
黒田藩献上米の記録がある宮若米ですが、今日では米
のおいしさを競う米・食味分析鑑定コンクール国際大
会で何度も金賞を受賞。昨年行われた九州のお米食味
コンクールでも、1,543検体の中から自治体部門で優
勝するなど、着実にブランド化が進んできました。
　宮若市のふるさと納税返礼品は、宮若米や今人気の
ビーズクッションYogiboなど興味をそそられる返礼
品のほか、日本女子オープンが開催されたザ・クラシッ
クゴルフ倶楽部でも使用できるゴルフ券や脇田温泉の
宿泊券など体験型の返礼品もご用意していますので、
ぜひご検討ください。
　皆様のご健勝ご多幸をお祈りいたします。

「宮若よかとこ！」実感のまちづくり

宮若市長

塩
しお

川
かわ

 秀
ひで

敏
とし

地
方
選
挙
結
果

筑
紫
野
市
市
長
選
挙
（
１
月
22
日
）

　
当	

１
７
，
９
０
８�

平
井　
一
三　
無
新

	

１
０
，
７
１
７�

藤
田　
陽
三　
無
現

	

４
，
１
５
３�

浜
武　
振
一　
無
新

大
木
町
町
長
選
挙
（
１
月
29
日
）

　
当	

２
，
８
６
５�

広
松　
栄
治　
無
新

	

２
，
１
８
９�

境　
　
公
雄　
無
現

	

６
１
２�

中
島　
和
正　
無
新

	

２
３
４�

馬
場　
高
志　
無
新

北
九
州
市
市
長
選
挙
（
２
月
５
日
）

　
当	

１
２
６
，
８
３
９�

武
内　
和
久　
無
新

	

１
１
２
，
６
１
４�

津
森　
洋
介　
無
新

	
２
８
，
３
３
６�

永
田　
浩
一　
無
新

	
２
７
，
７
８
８�

清
水　
宏
晃　
無
新

◇
　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
後
記
　
◇

　

京
都
絵
美
さ
ん
に
初
め
て
お
会
い
し
た
の

は
、
昨
年
の
二
月
半
ば
、
日
本
橋
三
越
の
個
展

会
場
で
し
た
。

　
美
し
い
日
本
画
に
魅
了
さ
れ
、
さ
っ
そ
く
会

報
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、

了
解
い
た
だ
い
た
の
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
も
あ

り
な
か
な
か
実
現
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
よ
う
や

く
十
一
月
後
半
に
な
っ
て
県
人
会
事
務
局
で
再

会
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
京
都
さ
ん
は
、

女
性
や
鳥
や
花
の
絵
を
描
か
れ
ま
す
が
、
今
日

の
位
置
に
立
た
れ
る
ま
で
に
、
持
っ
て
生
ま
れ

た
才
能
と
並
々
な
ら
ぬ
研
鑽
が
あ
っ
た
こ
と
が

よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。
今
後
一
層
の
ご
活
躍
を

祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

�

牛
島　
康
明

編
集
委
員
募
集
！

　
私
た
ち
と
一
緒
に
会
報
「
東
京
と
福
岡
」
の

編
集
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
け
る
編
集
委
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
是
非
こ
ち
ら
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。info@

fukuoka-kenjinkai.jp

　
一
緒
に
新
し
い
会
報
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、皆
様
か
ら
の
投
稿
（
エ
ッ
セ
ー
、写
真
、

俳
句
、短
歌
等
）も
随
時
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

16令和５年３月１日
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